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施工に際して(ディープ・ラージボックスの場合)2
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施工に際して(スモールボックスの場合)3

3

カバーが開いた状態を保持できない場合は
支柱を押して引っ掛けてください。

1.カバーの取り外し方はまず両サイドの支柱を
　カバーから外してください。
　次に本体をしっかりと持ちカバーを押し出し
　ヒンジを外してください。

2.カバーの取り付け方は、ヒンジを引っ掛け、
　「カチッ」と音がするまで力強く引っ張り
　はめてください。
　次に両サイドの支柱を取り付けてください。
　この時、スムーズに開閉できることを確認
　してください。

両サイドの支柱を同時にロック解除すると、
カバーで手を挟み怪我をする恐れがあります。

1.カバー下部の溝に両手を引っ掛け、
手前に引き上げてください。

2.両サイドの支柱が固定されるまで、
カバーを引き上げてください。

3.カバーを閉じる場合は、必ずカバーを持ち、
固定されている支柱を片方づつ手前に引き、
ロックを解除してください。

カバーの開け方

カバーの取り外し方・取り付け方

1.BOX本体裏側から背面のノックアウト
 ゲート部をニッパー等で切り取ります。

2.切り取り済み背面のノックアウトから
 底面のノックアウト「キリコミ」部に
 ニッパー等で切り込みを入れ、底面の
 ノックアウトを切り取ります。

ノックアウト加工方法

背面の切り取り 底面の切り取り

　配線等をキズつけたりケガをしないように、
　切り取った部分のバリはきれいに仕上げて
　ください。

支柱

ヒンジ

支柱

拡大図

拡大図

支柱

取り外し

取り付け
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TELケーブル 結線方法 (電話端子台付の場合 MMP-K2)5

5

2.添付ソケットに被覆ごと心線を挿入します。
　ケーブル挿入の際、ケーブルの色とソケットのピンの
関係は以下の様になっておりますので必ず確認して
ください。

1.ケーブルシースを30mmカットします。
　　　

3.電工ペンチを使用して、被覆ごと心線を圧着します。

4.電話端子台のソケットプラグに接続します。

※使用可能ケーブル　導体径：φ0.5

圧着ソケットケーブル結線方法

1番ピン
2番ピン

シロ/アオ
アオ

a）

30mm

2番ピン（アオ）

1番ピン（シロ/アオ）

a）挿入口にケーブルを挿入し圧接します。
b）余長ケーブルは持ち上げニッパ等で切断します。
※ソケットは一度圧接すると再圧接できませんので十分確認
　の上圧接してください。ソケットは4個添付しています。

1 2

4

b）
3 挿入 圧着 余長 カット

お客様の電話・インタ－ネット利用のご要望がわかっている場合は、ご利用状況に合わせて接続してください。
不明の場合は、①加入電話回線で接続してください。

電話端子台ソケットの接続

モジュラーローゼットを使用する場合

加入電話回線の引込線を、モジュラーローゼットで終端する場合は、
ローゼットと電話端子台をモジュラーケーブルで接続してください。

※ローゼットはお客様にてご用意ください。

み
込
き
引

 MMP（K2）

 MMP（K2）  MMP（K2）

 MMP（K2）  MMP（K2）

①居室出力用プラグ
②回線入力／光電話
　出力モジュラージャック

②

①

各種
電話
アダプタ

 MMP（K2）

2121 2121

123456MJ

TEL

2世帯などで、電話番号を2番号利用する場合は、電話端子台を増設し、
回線（番号）ごとに配線系統を分けてください。

※電話端子台の追加は、本情報盤を施工された工務店、電気工事店様等
　を通じてご購入ください。

光（IP）
電話アダプタ

 MMP（K2）  MMP（K2）

～
世帯B

～
世帯A

各種回線

電話端子台を増設する場合は、横に並べて
上下2点で共締め可能です。



TELケーブル 結線方法 (電話端子台付の場合 MMP-H3)6
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①

②

③

※絵は、AV-M30L4Sの場合です。
時期により異なる機種となる場合
がございます。詳しくは、付属の
取扱い説明書をご参照ください。

TVケーブル結線方法 (TV機器付の場合）7

7
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ネットワーク機器の収容棚等の設置について(スモールボックスの場合)10

ONUHUB

FTTH (光）

TELへ 各部屋へ各部屋TV
コンセントへ

TV分配器

a
a

b

情報盤のふたに通線孔用
切りかきがあります。
パーツを抜き取るか
ニッパーで切りとって下さい。

　情報盤をクローゼット等に設置し、その横にモデムやルータ等を設置する場合、ケーブルの取り出しが必要となります。
この場合、情報盤のカバー部には右図のように通線孔用切りかきが3箇所あり、aはパーツ抜き取り式、bは切りとり式と
なっています。このノックからケーブルを貫通させることが可能です。

機器設置金具付情報盤(スモールボックスタイプ)11

　情報盤内にネットワーク機器を設置する事が出来ます。
設置可能な有効スペースは横３1０mm×高280mm×奥行70mmです。
※木板に機器が設置される場合は設置可能有効スペースが小さくなる為収容したい機器が設置可能か十分確認ください。


